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6.2.6.24 Switch Forwarding Database メニュー 

スイッチの転送データベース 
このダイアログは MAC アドレスとポートの対応を示します。 

情報はスイッチの内部アドレステーブルから取得されます。 

 
図 6-30 Switch Forwarding Database ダイアログ 
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6.2.6.25 Switch ARP Table 

スイッチの ARP（アドレス解決プロトコル）テーブル 
このダイアログは MAC アドレスと IP アドレスの対応を示します。 

 

 
図 6-31 Switch ARP Table 

6.2.6.26 Statistics メニュー 

統計量：送受信フレームの数と評価 
SCALANCE X-200 には以下の基準に従って受信フレーム数をカウントする内部統計カウンタ

（RMON：Remote Monitoring カウンタ）があります。 

• フレーム長 

• フレーム種別 

• 不良フレーム 

この情報は、データトラフィックの概要とネットワーク上の問題についてのものです。 
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図 6-32 Statistics Throughput ダイアログ 

Octets In 表示欄 

受信バイト数を示します。 

Octets Out 表示欄 

送信バイト数を示します。 

Frames In 表示欄 

受信フレーム数を示します。 

Frames Out 表示欄 

送信フレーム数を示します。 

Utilization 表示欄 

バス使用率をパーセンテージ（%）で示します。バス使用率が 1%未満の場合には表示されません。 

Max. Utilization 表示欄 

バス使用率の最大値をパーセンテージ（%）で示します。 



リモート装置による設定と診断 
6.2 ウェブ型管理ツール（WBM）を用いた設定作業 

 工業用イーサネット機器 SCALANCE X-100/X-200 シリーズ 
6-46 設定マニュアル 2005 年 10 月 A5E00349864 第 6 版 

6.2.6.27 Statistics Packet Size メニュー 
パケットサイズの統計量：パケット長別の受信パケット数 

このページには各ポートで受信されたパケット数がサイズ別に示されます。 

[Reset Counters]ボタンをクリックすると全ポートのカウンタがリセットされます。 

Port 欄の数字をクリックすると、そのポートに対するパケットサイズ統計量のグラフが表示されます。

カウント値がグラフで表示されます。 

 

 
図 6-33 Statistics Packet Size ダイアログ 

64 の表示欄 

パケット長が 64 のパケット数を示します。 

65-127 の表示欄 

パケット長が 65～127 のパケット数を示します。 

128-255 の表示欄 

パケット長が 128～255 のパケット数を示します。 

256-511 の表示欄 

パケット長が 256～511 のパケット数を示します。 
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512-1023 の表示欄 

パケット長が 512～1023 のパケット数を示します。 

1024-1518 の表示欄 

パケット長が 1024～1518 のパケット数を示します。 

 

 
図 6-34 Statistics Packet Size Graphic ダイアログ（グラフ表示） 

6.2.6.28 Statistics Packet Type メニュー 

パケットタイプの統計量：タイプ別の受信パケット数 
このページには各ポートで受信されたユニキャスト、マルチキャスト、ブロードキャストのパケット数

が示されます。 

[Reset Counters]ボタンをクリックすると全ポートのカウンタがリセットされます。 

Port 欄の数字をクリックすると、そのポートに対するパケットタイプ統計量のグラフが表示されます。

カウント値がグラフで表示されます。 
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図 6-35 Statistics Packet Type ダイアログ 

Unicast 表示欄 

ユニキャスト受信アドレスに送られたパケット数を示します。 

Multicast 表示欄 

マルチキャスト受信アドレスに送られたパケット数を示します。 

Broadcast 表示欄 

ブロードキャスト受信アドレスに送られたパケット数を示します。 
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図 6-36 Statistics Packet Type Graphic ダイアログ（グラフ表示） 

6.2.6.29 Statistics Packet Error メニュー 

パケットエラーの統計量：伝送誤りの数と評価 
このダイアログは伝送誤りに関する情報を示すため、誤りが発生したポートの診断が可能になります。

[Reset Counters]ボタンをクリックするとエラーカウンタがリセットされます。 

Port 欄の数字をクリックすると、そのポートに対するパケットエラー統計量のグラフが表示されます。

カウント値がグラフで表示されます。 
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図 6-37 Statistics Packet Error ダイアログ 

以下の誤りが検出されます。 

CRC 

パケット長は正しいがチェックサムに誤りのあるパケットです。 

Undersize 

チェックサムは正しいがパケット長が小さすぎるパケットです。 

Oversize 

チェックサムは正しいがパケット長が大きすぎるパケットです。 

Jabbers 

チェックサムが誤りであり、かつパケット長が大きすぎるパケットです。 

Collisions 

衝突発生回数を示します。 
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6.2.7 SNMP 

6.2.7.1 SNMP による設定と診断 

SNMP による SCALANCE X-200 の設定 
ネットワーク管理端末は、SCALANCE X-200 の設定と監視を SNMP（Simple Network Management 
Protocol）によって行うことができます。これを行うには SCALANCE X-200 に SNMP エージェントが

インストールされ、管理端末との間でGET/SET リクエストによるデータ交換を行えることが必要です。

SCALANCE X-200 は SNMP V1、V2、V3 に対応しています。 

設定データは MIB（Management Information Base）と呼ばれるデータベースとして SCALANCE X-200
に置かれています。管理端末またはウェブ型管理ツールはこの MIB にアクセスできます。 

SIMATIC NET の SNMP OPC サーバ 
SNMP OPC サーバ対応の Windows アプリケーションを使用すれば OPC インタフェースを介して装置

情報にアクセスできます。そのためネットワークの可視化、システム診断、プラント状態監視がどの

OPC クライアントシステムにおいても実行できます。OPC クライアントシステムには、OPC Scout、
SIMATIC HMI/SCADA、Office アプリケーションなどがあります。これにより単純な装置診断だけでな

く、冗長ネットワーク構成やネットワーク負荷分散などの詳細情報が可視化できます。こうした機能に

よって動作の安全性が高まるとともにプラントの稼働率が向上します。SNMP OPC サーバには以下の

ような特徴があります。 

• SIMATIC NET の OPC サーバ環境に完全統合 

• SNMP と他の通信プロトコル（PROFINET、S7 通信など）が併用可能 

• 装置プロファイルを生成する MIB コンパイラを内蔵。SNMP OPC MIB コンパイラがコンパイルで

きるのは SNMP V1 のオブジェクトのみです。 

• STEP 7/NCM（V5.2）での設定およびプロジェクトエンジニアリング 

使用可能な MIB 
RFC に規定される標準の MIB とプライベート MIB は区別されます。プライベート MIB には標準 MIB
に含まれない製品独自の拡張部分が含まれています。 

SCALANCE X-200 は以下の MIB に対応します。 

• RFC1213：MIB II（egp、transmission、at を除く全グループ） 

• プライベート MIB 

SCALANCE X-200 のプライベート MIB へのアクセス 
プライベート MIB を表示するには以下の手順に従います。 

ウェブブラウザ（Internet Explorer など）を立ち上げ、以下の URL を入力します。URL 入力時にはファ

イル名の大文字と小文字の違いに注意してください。 

http://<SCALANCE X200 の IP アドレス>/snScalanceX200.mib 
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ログインがまだ済んでいない場合にはログインウインドウが開きます。 

ログインすると装置のプライベート MIB ファイルにアクセスできます。 

Internet Explorer の場合、メニューで[表示] > [ソース]を選択します。それ以外のブラウザではそれに対

応するメニューを選択してソースコードを開きます。Internet Explorer をデフォルト設定のまま使用し

ている場合、プライベート MIB ファイルは Notepad で開かれ、テキストファイルとして保存できます。

プライベート MIB ファイルには各オブジェクトの説明も入っています。 

6.2.7.2 MIB オブジェクト 

SCALANCE X-200 の MIB オブジェクト 
MIB II 規格の主なオブジェクト 
装置状態監視に用いられる MIB II の SNMP 変数の一部を以下に示します。MIB II には SNMP 準拠のす

べての装置によって通常サポートされる SNMP 変数がすべて記述されています。 

 

表 6-1 システムグループの MIB オブジェクト 

オブジェクト アクセス権 説明 

sysDescr 読み出しのみ 最大 255 文字の文字列です。 
値にはメーカの装置 ID が含まれます。 

sysObjectID 読み出しのみ 装置独自の SNMP 変数にアクセスする際に使用されるア

ドレス（オブジェクト ID）がここに出力されます： 
1.3.6.1.4.1.4196.1.1.5.2.nnn.mmm 

sysUpTime 読み出しのみ 最後にリセット（電源投入など）されてからの経過時間。

100 分の 1 秒単位で示されます。 

sysContact 読み書き可 担当者の情報がここに入力できます（デフォルト：空の

文字列）。可能な値：最大 255 文字の文字列。 

sysName 読み書き可 装置の名前がここに入力できます（デフォルト：空の文

字列）。可能な値：最大 255 文字の文字列。 

sysLocation 読み書き可 装置の位置がここに入力できます（デフォルト：空の文

字列）。可能な値：最大 255 文字の文字列。 

sysServices 読み出しのみ ISO/OSI モデルに規定されるコンポーネント機能（サービ

ス）を示します。 
1：物理層（リピータなど） 
2：データリンク、サブネットワーク（ブリッジ、イーサ

ネットスイッチなど） 
3：インターネット（IP ゲートウェイ、ルータなど） 
4：エンドツーエンド（IP ホストなど） 
7：アプリケーション（メールサーバなど） 
データ型：32 ビットの整数 
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オブジェクト アクセス権 説明 

ifNumber 読み出しのみ そのコンポーネントで使用できるインタフェースの数。

可能な値：4～8 

ifDescr 読み出しのみ ポートの説明（および追加情報）。可能な値：最大 255 文

字の文字列。 

ifType 読み出しのみ SCALANCE X-200 については「ethernet-csmacd(6)」ま

たは「optical(65)」の値が入力されます。 

ifSpeed 読み出しのみ イーサネットポートのデータ転送速度を bps で表します。

SCALANCE X-200 の場合は 10Mbps か 100Mbps のいず

れかです。 

ifOperStatus 読み出しのみ イーサネットの現在の稼働状態を示します。可能な値：

動作中(1)、停止中(2) 

ifLastChange 読み出しのみ 当該ポートが現在の状態で動いている時間の長さ。値は

100 分の 1 秒単位で示されます。 

ifInErrors 読み出しのみ パケット誤りによって上位層プロトコルに渡されなかっ

た受信パケット数。 

ifOutErrors 読み出しのみ パケット誤りによって送出されなかったパケット数。 

ポート番号 
ポート指定のためにはインタフェース番号を使用しなければなりません。インタフェース番号とポート

の対応を下に示します。 

 
インタフェース番号 ポート 

1 Port 1 

2 Port 2 

3 Port 3 

4 Port 4 

5 Port 5 

6 Port 6 

7 Port 7 

8 Port 8 

SCALANCE X-200 の主なプライベート MIB オブジェクト 
OID 
SCALANCE X-200 におけるプライベート MIB オブジェクトのオブジェクト ID は下記のとおりです。 

iso(1).org(3).dod(6).internet(1).private(4).enterprises(1). 
ad(4196).adProductMibs(1).simaticNet(1).iScalanceX(5).iScalanceX200(2) 
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表 6-2 インターフェースグループの MIB オブジェクト 

オブジェクト アクセス権 説明 

snX200FaultState 読み書き可 信号用接点の状態を示します。 
可能な値： 
• 1：エラーなし 
• 2：エラーあり 

snX200FaultValue 読み出しのみ エラーには発生順に昇順の番号が与えられます。この 4
バイトの変数はその番号を示します。 

snX200RmState 読み出しのみ 冗長化マネージャがアクティブかパッシブかを示しま

す。可能な値： 
• 1：冗長化マネージャはパッシブです。SCALANCE 

X-200 は冗長化マネージャとして動作し、リングは開

いています。すなわち SCALANCE X 装置をこの装置

に接続したバスは正常に動作しています。冗長化マ

ネージャモードがオフのときにも「パッシブ状態」と

して表示されます。 
• 2：冗長化マネージャはアクティブです。SCALANCE 

X-200 は冗長化マネージャとして動作し、リングは閉

じています。すなわち SCALANCE X 装置をこの装置

に接続したバスに障害があります。冗長化マネージャ

はリングポート間の接続を開通し、バスの動作を復旧

させます。 

snX200RmStateChanges 読み出しのみ 冗長化マネージャが「アクティブ状態」に切り替わった

頻度を示します。 

snBootStrapVersion 読み出しのみ ブートのファームウェア版数。「major.minor」の形で表さ

れます。 

snHwVersion 読み出しのみ システムのハードウェア版数。「major.minor」の形で表さ

れます。 

snInfoSerialNr 読み出しのみ 装置のシリアル番号です。 

snMacAddressBase 読み出しのみ SCALANCE X-200 の MAC アドレスです。 

snSwVersion 読み出しのみ システムのソフトウェア版数です。 

snInfoMLFB 読み出しのみ 装置の MLFB 番号です。 

snX200PowerSupplyState 読み出しのみ 二重化電源の状態を示します。 
1：二重化電源 
2：二重化電源ではない 

SnX200RmMode 読み出しのみ 冗長化マネージャモードです。 
1：SCALANCE X-200 は冗長化マネージャ 
2：SCALANCE X-200 は冗長化マネージャではない 
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6.3 コマンドラインインタフェース（CLI）を使った設定作業 

6.3.1 コマンドラインインタフェース（CLI） 
 

 付記 

コマンドラインインタフェース（CLI）はサービス作業専用のためユーザは使用できません。 
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77 PROFINET IO の機能 

7.1 PROFINET IO を用いた設定作業 

PROFINET IO の使用 
接続した SCALANCE X-200 の診断、パラメータ割り当て、アラームメッセージ生成は PROFINET IO
を用いて行うこともできます。 

この章では、接続した SCALANCE X-200 シリーズのスイッチに対して PROFINET IO オプションを使

用する方法について説明します。 

以下の例ではS7端末がすでにPN IOチェーンによって設定済みであることを前提にしています（PN IO
システムマニュアルもご覧ください）。 

PN IO チェーンを用いたハードウェア設定の例を次の図に示します。 
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図 7-1 PN IO 端末の設定 

SCALANCE X-200 の追加 
個々のスイッチを PN IO 機器とするには、PROFINET IO 配下のモジュールリストに SCALANCE X-200
シリーズの装置が入っていることが必要です。 

手順 
SCALANCE X-200 シリーズの装置をモジュールリストに初めて追加する手順は下記のとおりです。 

1. ダイアログで[HW Config]を選択し、Options の[Install GSD files]を選ぶと、次のようなダイアログ

が開きます。 
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図 7-2 PN IO GSD ファイルのインストール 

 

1. Browse 機能を使って使用する xml ファイルの場所を探します 
（たとえば gsdml-v1.0-Siemens-SCALANCE_X_2xx-20040729.xml）。 

2. 次に[Install]ボタンを使ってそれを確定します。 
これで SCALANCE X-200 シリーズの装置がモジュールリストに入ります（次図のモジュールリス

ト参照）。 

3. 必要な SCALANCE X-200 をハードウェアリストから PROFINET IO システムにドラッグします。

たとえば SCALANCE X-208 であれば、[PROFINET IO] > [General] > [SCALANCE X-200 Switches] > 
[SCALANCE X-208]を選択します。 
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図 7-3 PN IO の SCALANCE スイッチの追加 

 

1. [(1) SCALANCE]アイコンをクリックすると画面下部に SCALANCE のスロットが表示されます。

Slot0 をダブルクリックすると、次図に示すように SCALANCE（置換モジュール）のグローバルパ

ラメータの設定を行います。 

2. ポートのスロットをクリックし、個別のパラメータを設定します。 
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図 7-4 PN IO におけるグローバルパラメータの設定 

 

1. HW Config において Properties - SCALANCE X-208 ダイアログを開き、IO 機器の装置名を入力し

ます。 
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図 7-5 PN IO 装置名の付与 

 

1. ハードウェア設定を保存およびコンパイルします。 

2. メニューから[Station] > [Save and Compile]を選択します。 

3. 装置をネットワークに接続し、CPU317 と SCALANCE の電源を入れます。 

装置名を SCALANCE X-208 に転送するには、PG を IO 機器にオンライン接続することが必要です。 

1. [PLC] > [Ethernet] > [Assign Device Name]を使って装置名を SCALANCE X-208 に転送します。 
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図 7-6 Assign Device Name の PN IO ダイアログ 

 

使用する IO 機器が複数台あるときは Assign Device Name ダイアログにも複数台の IO 機器が表示され

ます。その場合、装置の MAC アドレスと表示される MAC アドレスを比較し、正しい IO 機器を選択し

ます。 [Flashing on/off]ボタンを使うと割り当て状況が目視によっても確認できます（選択した

SCALANCE のすべてのランプが点滅します）。 

1. Assign Device Name ダイアログの[Assign Name]ボタンをクリックすると、装置名が SCALANCE
に恒久的に保存されます。 

装置名の割り当てが終わるとその名前がダイアログボックスに表示されます。 

1. ハードウェア設定を CPU317-2PN/DP にダウンロードします。 

2. [PLC] > [Download to Module]を選択します。 

7.2 HW Config での設定 

共通の設定 
この画面では全ポートに適用されるスイッチのパラメータの設定を行います。 
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図 7-7 HW Config Parameters ダイアログ 

 

Redundant power supply 

Not monitored 
2 つある電源のうち片方に障害が発生してもアラームは通知されません。 

Monitored 
2 つある電源のうち片方に障害が発生するとアラームが通知されます。 

C-PLUG 

Not monitored 
C プラグの監視を行いません。 

Monitored 
C プラグに障害が発生するとアラームが通知されます。 

Effect of pressing button 

Does not affect alarm setting 
監視ポートの選択は、ボタンの押下ではなく HW Config での設定によって行います。 
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Affect alarm setting 
監視ポートはすでに設定されています（ボタン押下やウェブ・インタフェースなど）。 

ポートごとの設定 
この画面ではポートごとの設定を行うことができます。 

 

 
図 7-8 Properties - RJ-45 Port の Alarm Generation パラメータダイアログ 

 

Alarm generation 

Setting adopted from configuration 
アラーム設定は各ポートに対して明示的に設定されます。 

Setting as when data transfer starts 
装置が PN IO コントローラとのデータ交換に変わったときに対応ポートのリンク状態が保存されます。 



PROFINET IO の機能 
7.2 HW Config での設定 

 工業用イーサネット機器 SCALANCE X-100/X-200 シリーズ 
7-10 設定マニュアル 2005 年 10 月 A5E00349864 第 6 版 

Link status 

Link down generated alarm entering state 
既存リンクがダウンしたときにアラームが生成されます。 

 

 
図 7-9 Properties - RJ-45 Port の Alarm Setting パラメータダイアログ 
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7.3 PN IO のアクセスオプション 

スロットの機能 
SCALANCE X-200 シリーズの装置は各スイッチポートに対して 1 つのスロットを備えています。1 つ

のポートに個別に付与できない機能はデバイスアクセスポイント（スロット 0）に割り当てられます。 

 
スロット 0 • アラーム 

• データレコード（4、5） 
デバイスアクセスポイント（DAP）
• インタフェース接続 
• C プラグ 
• 信号用接点とその設定 
• 二重化電源 

スロット 1～8 • アラーム 
• データレコード（200、202） 

スイッチポート 1～8 
• アラーム応答 
• ポート状態 

望ましいアラーム発生応答の定義 
アラーム特性は以下の 3 種類の方法で使用できます。 

1. ポートの割り当てと必要な特性をユーザが正確に設定します。この方法の欠点は実装チームと設定

チームの間ですり合わせが必要になることです。もしもプロジェクトプランナーが STEP7 におい

てポート 3 の割り当てができないように指定した場合、実装担当エンジニアは接続ミスが許されま

せん。 

‐ Effect of the button during DataEX 
ポート割り当ての保存は恒久的ではありません。ランプの点滅はボタン（操作）が有効でないこ

とを表します。 

‐ Effect of other WEB signaling mechanisms 
装置がデータ転送モードに切り替わると、ウェブのシグナリング体系が PN IO 設定に適応しま

す。ウェブでは障害マスクは無効です。「Setting not possible because of PNIO」というメッセー

ジが表示されます。 

2. プロジェクトエンジニアリングにおける設定は実装時の設定に従って適応されます（ボタン操作）。

この動作モードはネットワーク機器の新たなボタンを使って設定できます。プロジェクトエンジニ

アは実装エンジニアに対してピン配置を指定しません。アラーム応答は自動的に適応されます。実

装後にボタンを押すとネットワーク機器がコネクションの実際の状態を読み取り、それを望ましい

状態として記録します。ボタンを押すとピン配置のモニタリングが有効になります。ボタンが作動

したときの実際の状態が恒久的に保存されます。 

‐ Effect of the button during DataEX 
装置がデータ転送モードにあり、かつボタン操作がパラメータ指定されている場合、アラーム処

理に対する望ましい応答が新たな設定に対して適応されます。状況に応じて差分が報告されます。 

3. プロジェクトエンジニアリングにおける設定は実装時の設定に従って適応されます（DataEX の開

始）。 
この場合もプロジェクトエンジニアは実装エンジニアに対してピン配置を指定しません。アラーム

応答は自動的に適応されます。装置が DataEX モードに移行するとネットワーク機器がコネクショ

ンの実際の状態を読み取り、それをその運転モードにおける望ましい状態として記録します。 
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‐ Effect of the button during DataEX 
ボタン操作は無視されます。設定される望ましい応答は、装置がデータ転送モードを終了した後

も維持されます。ボタン操作が無視されることをユーザに知らせるためにランプが短く点滅しま

す。 

‐ Effect of other WEB signaling mechanisms 
装置がデータ転送モードに切り替わると、ウェブのシグナリング体系が PN IO 設定に適応しま

す。ウェブでは障害マスクは無効です。「Setting not possible because of PNIO」というメッセー

ジが表示されます。 

データレコードの構造 

データレコード 4： 
アクセス権限：読み書き可 

構造： 
typedef struct { 

Word BlockType; 

Word BlockLength; 

Byte BlockVersionHigh: 

Byte BlockVersionLow: 

DWord Alarm_enable; }; 

BlockType： 
1：固定 

BlockLength： 
6：装置データでは固定。Type と Length を除いたデータ長を示します。 

BlockVersionHigh： 
1：装置データでは固定。上位の版数を示します。 

BlockVersionLow： 
1：装置データでは固定。下位の版数を示します。 
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Alarm_enable： 
このビット列は監視対象を指定します。ビットが立っていればアラーム源は有効です。 

 
未使用 
ビット 4～31 

Enhanced_Alarm_Mode
ビット 3 

未使用 
ビット 2 

C-PLUG 
ビット 1 

Red_power 
ビット 0 

0 0：ボタン操作なし 
データレコード 200 の設

定が有効となります 

0 0：C プラグ監視なし 0：二重化電源の監視なし

 

 1：ボタン操作あり 
「望ましいアラーム発生

応答の定義」を参照 

 1：C プラグがない、ま

たは不適切であること

でアラームを生成 

1：二重化電源の監視あり

Enhanced_Alarm_Mode： 
このビットを「1」に設定すると、以下のアラーム設定点の状態がボタン操作によって凍結されます。 

• Ports：リンク状態 

• C-PLUG：C プラグの監視 

• Red_power：二重化電源の監視 

この場合、モジュールはビット 0 とビット 1 を無視します。 

すべてのコネクション（Ports、C-PLUG、Red_power）において、実際の状態がこの凍結状態から解

離するとアラームが生成されます。データレコード 200 で設定された応答は無視されます。 

 
 付記 

このデータレコードは装置がデータ転送モードにないときにも読み出せます（PG アクセス）。そのポー

トに対する現在のアラーム設定がわかります。すなわち、現在の状態を再読み出しすれば診断に使えま

す。アラーム特性は第 2 のパラメータ指定オプション（ボタン操作）を用いて設定できるため、この方

法は必要です。ビット 0、1、3 を必要に合わせて設定することが必要です。 

 

データレコード 5： 
そのポートに対する現在のアラーム設定を与えます。 

アクセス権限：読み出しのみ 

typedef struct { 

Word BlockType; 

Word BlockLength; 

Byte BlockVersionHigh; 

Byte BlockVersionLow; 

DWord status; }; 
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BlockType： 
1：固定 

BlockLength： 
6：装置データでは固定。Type と Length を除いたデータ長を示します。 

BlockVersionHigh： 
1：装置データでは固定。上位の版数を示します。 

 

BlockVersionLow： 
1：装置データでは固定。下位の版数を示します。 

status： 
 
未使用 
ビット 8～31 

C-PLUG_status 
ビット 4～7 

未使用 
ビット 2～3 

Fault_line_status 
ビット 1 

Power line redundancy
ビット 0 

0 ネットワーク機器の C プ

ラグに関する情報 
0：C プラグが挿入されて

おり、問題なし 
1：C プラグの挿入なし 
2：C プラグは挿入されて

いるが問題あり（タイプ

不適合） 
3：C プラグは挿入されて

いるが問題あり（チェッ

クサムエラー） 

 信号用接点の現在状態

に関する情報 
0：回線障害、受動的 
1：回線障害、能動的 

二重化電源に関する情報

0：二重化なし 
1：二重化あり 

 
 付記 

このデータレコードは装置がデータ転送モードにないときにも読み出せます（PG アクセス）。すなわ

ち、現在の状態を再読み出しすることで診断に使えます。 
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データレコード 200： 
このデータレコードはポートのアラーム応答を規定します。 

構造： 
typedef struct { 

Word BlockType; 

Word BlockLength; 

Byte BlockVersionHigh: 

Byte BlockVersionLow: 

Word Alarm_Mode; 

DWord Alarm_Parameter; 

}; 

BlockType： 
1：固定 

BlockLength： 
8：装置データでは固定。Type と Length を除いたデータ長を示します。 

BlockVersionHigh： 
1：装置データでは固定。上位の版数を示します。 

BlockVersionLow： 
1：装置データでは固定。下位の版数を示します。 

Alarm_Mode： 
 
未使用 
ビット 8～15 

Auto_mode 
ビット 4～7 

Port_Enable 
ビット 0～3 

 0：設定されたアラーム設定 0：アラームはオフ 

 1：LinkStatus の転送 
スイッチがそのポートにとって望ま

しい状態にあるときの、周期データ

交換の開始時における動作モード 

1：アラームはオン 
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許容値： 

0DEC 0x0000 アラーム生成なし デフォルト 

1DEC 0x0001 アラームはオン 設定点については 
Alarm_Parameter を参照 

17DEC 0x0011 アラームはオン データ転送開始時に決定

される設定点 

Alarm_Parameter： 
 
未使用 
ビット 12～31 

リンク状態 
ビット 8～11 

未使用 
ビット 4～7 

未使用 
ビット 0～3 

0 0：リンク状態の監視なし 0 0 

0 1：リンクダウンでアラー

ム生成 
0 0 

データレコード 202： 
このデータレコードはそのポートに関する診断情報を提供します。ポートの現在の実際の状態を示しま

す。 

構造： 
typedef struct { 

Word BlockType; 

Word BlockLength; 

Byte BlockVersionHigh; 

Byte BlockVersionLow; 

DWord PortState; 

byte PortType; 

byte reserved; }; 

BlockType： 
1：固定 

BlockLength： 
8：装置データでは固定。Type と Length を除いたデータ長を示します。 

BlockVersionHigh： 
1：装置データでは固定。上位の版数を示します。 
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BlockVersionLow： 
1：装置データでは固定。下位の版数を示します。 

PortState： 
 

未使用 
 
ビット24～31 

Autopolarity 
 
ビット 22～23 

Auto-Crossover 
 
ビット 20～21 

Autonegotiation
 
ビット 16～19 

Link Status 
 
ビット12～15

Duplexity 
 
ビット 8～11 

Transmission 
Rate 
ビット 4～7 

Port_Enable 
 
ビット 0～3 

− 0：オフ 0：オフ 0：なし 1：リンク断 1：半二重 1：10Mbps 0：ポート停止中

− 1：オン 1：オン 1：あり 2：リンク確立 2：全二重 2：100Mbps 1：ポート使用可

 

PortType： 
0x01：メタルポート 

0x80：光ポート 
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88 CE マークについて 

製品名 
 
 

SIMATIC NET SCALANCE X108 6GK5 108-0BA00-2AA3 

SIMATIC NET SCALANCE X104-2 6GK5 104-2BB00-2AA3 

SIMATIC NET SCALANCE X106-1 6GK5 106-1BB00-2AA3 

SIMATIC NET SCALANCE X208 6GK5 208-0BA00-2AA3 

SIMATIC NET SCALANCE X208PRO 6GK5 208-0HA00-2AA6 

SIMATIC NET SCALANCE X204-2 6GK5 204-2BB00-2AA3 

SIMATIC NET SCALANCE X206-1 6GK5 206-1BB00-2AA3 

SIMATIC NET SCALANCE X202-2IRT 6GK5 202-2BB00-2BA3 

SIMATIC NET SCALANCE X204IRT 6GK5 204-0BA00-2BA3 

SIMATIC NET SCALANCE X204-2LD 6GK5204-2BC00-2AA3 

SIMATIC NET SCALANCE X206-1LD 6GK5206-1BC00-2AA3 

EMC 指令 
89/336/EEC「電磁環境適合性」 

適用分野 
製品は工業環境で使用するように設計されています。 

 
適用分野 要求事項 

 エミッション イミュニティ 

工業利用 EN 61000-6-4: 2001 EN 61000-6-2: 2001 

実装に関するガイドライン 
本書ならびに『SIMATIC NET Industrial Ethernet Twisted Pair and Fiber Optic Networks』のマニュアル

に記載された実装手順および安全上の注意に従って装置の実装と操作を行うかぎり、本製品は課された

要求事項を満たします。 

適合証明 
担当部局に対しては上記 EU 指令に従って下記の場所で EU 適合宣言書を提示します。 
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Siemens Aktiengesellschaft 
Bereich Automatisierungs- und Antriebstechnik Industrielle Kommunikation (A&D PT2) 
Postfach 4848 
D-90327 Nürnberg 

機械メーカ様へ 
本製品は EU の機械指令に該当する機械ではありません。そのため EU の機械指令 98/37/EEC に対する

適合宣言書は当製品には必要ありません。 

本製品を機械の一部に組み込む場合、御社が発行する適合宣言書の手続きのなかに本製品を含めてくだ

さい。
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99 参照文献 

情報源と他文献 
1. SIMATIC NET Industrial Ethernet Twisted Pair and Fiber Optic Networks（ツイストペアと光ファイ

バで構築される SIMATIC NET 工業用イーサネット網） 
注文番号： 
6GK1970-1BA10-0AA0 ドイツ語 
6GK1970-1BA10-0AA1 英語 
6GK1970-1BA10-0AA2 フランス語 
6GK1970-1BA10-0AA4 イタリア語 

2. PROFINET Installation Guide（PROFINET 実装ガイド） 
PROFIBUS User Organisation（PNO）で入手できます 
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1010 寸法図 
 

 
図 10-1 寸法図：SCALANCE X104-2、X106-1、X108、X208、X206-1、X204-2、X202-2IRT、X204IRT、X204-2LD、

X206-1LD 
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図 10-2 寸法図：SCALANCE X208PRO 
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図 10-3 SCALANCE X200 の側面図 

 

 
図 10-4 SCALANCE X208PRO の側面図 
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用語の説明 

BOOTP 
IP アドレスを自動的に割り当てるためのプロトコル。BOOTP サーバによって IP アドレスが与えられ

る。 

CLI 
コマンドラインインタフェース。ターミナルを用いる SCALANCE の設定方法。CLI はシリアルインタ

フェースでも、あるいは CPU のファストイーサネットインタフェースを使った Telnet でも使用できる。 

CRC（Cyclic Redundancy Check） 
伝送プロトコルにおいてフレームの誤り検出に使用されるチェックサム。 

C プラグ（configuration plug） 
設定データやプロジェクトエンジニアリングデータを格納するための脱着式メディア。装置交換時に C
プラグを差し替えることで以前の設定がそのまま利用できる。 

DHCP（Dynamic Host Configuration Protocol） 
BOOTP と同じく IP アドレスを自動的に割り当てるためのプロトコル。ただし、DHCP の場合は装置

の稼働中にアドレスを割り当てることができる。 

MIB（Managed Information Base） 
SNMP によるネットワーク管理において必要となるすべてのデータを網羅したツリー構造。 

OSM（Optical Switching Module） 
光ポートを備えた SIMATIC NET イーサネットスイッチ。 

RMON（Remote Monitoring） 
リモートモニタリング。RMON に準拠した装置を使えば診断データがその装置上に収集され、ネット

ワーク管理端末を使って読み出すことができる。すなわちネットワーク問題が早期に発見され、解決で

きる。RMON のメリットは場所に依存しないことである。適切なリポート用ソフトウェアを使えば、

ネットワーク内のどの場所からでも収集データが分析できる。 
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SNMP（Simple Network Management Protocol） 
ネットワーク管理情報を転送するための標準プロトコルの 1 つ。 

Telnet 
このプロトコルを使用することで、LAN またはインターネット上の他装置との間にインタラクティブ

な接続が確立できる。その装置に直接つながっているかのようにユーザはターミナルと同じオプション

が使用できる。 

TFTP（Trivial File Transfer Protocol） 
データ転送を行うための UDP を使った簡易なプロトコル。サイズ制限があるため、わずかなメモリし

かもたないネットワークノードでも使用することができる。 

TP ポート 
ツイストペア用コネクタ（RJ-45 ジャック）をもつポート。 

WBM 
ウェブ型管理ツール。WBM を使えば設定および診断がウェブブラウザで実行できる。ユーザによる入

力は HTTP プロトコルを使って装置に送信され、装置は HTTP を使ってユーザに返信を返す。 

イベント 
（アラームとイベントの文脈で）クライアントにとって関心の対象となりうる事象。イベントはある条

件が満たされたときに生成することもできるが、特定の条件に対応している必要はない。条件との対応

づけがないイベントには、たとえば通信システムのエラーメッセージがある。 

エージングタイム 
ある送信者アドレスをもつフレームをSCALANCE X-100またはX-200がこの時間内に受信しなかった

場合に、学習したその MAC アドレスを破棄する経過時間。 

オートクロス 
TP ポートのピン配置が MDI と MDI-X の間で自動的に切り替わる方式。接続機器のポートのピン配置

を気にすることなく接続が行えるため、クロスケーブルが不要になる。オートクロス機能を使用するに

はポートをオートネゴシエーションモードに設定する必要がある。 

オートネゴシエーション 
IEEE 802.3 に規定される。伝送パラメータ（10/100Mbps や全二重・半二重など）を端末間で自動的に

調整する機能。 
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カットスルー 
送信先アドレスが判明した段階でフレームの転送が開始される方式。そのため遅延はフレーム長に依存

しない。ただしネットワークに問題がある場合、誤りを含んだフレームが転送されてしまい、ネットワー

クの負荷を高めることがある。 

再構成時間 
装置障害またはネットワークケーブルの断線時に機能設定が復旧するのに要する時間。 

障害マスク 
望ましい状態（適切な状態）を指定する。運転中にこの状態から逸脱すると障害とみなされる。 

冗長化マネージャ（RM） 
リング形トポロジーに使用されるネットワークノードで、他スイッチとの接続が正常である場合にはリ

ングポート間のフレーム転送を行わない。2 スイッチ間の接続が途切れるとリングポート間でフレーム

転送を行い、全スイッチ間の接続を再確立する。 

シングルモード 
シングルモード伝送ではデータが直線モード（直線波）で伝送される。減衰の主な原因は、物理的な吸

収と分散、および機械的な湾曲である。減衰量はとくに入力光の波長に依存する。シングルモード光ファ

イバケーブルは外径が 125µm、コア径が 9 または 10µm である。コア径が小さいためマルチモード伝

送に比べてパルスの立ち上がりと立ち下がりが明確であり、それだけ長い距離を伝送できる。 

信号用接点 
検出した障害状態を通知するためのフローティング型リレー接点。 

ストア＆フォワード 
フレーム全体を受信してから有効性チェック（チェックサムやフレーム長など）を行ってバッファリン

グする方式。無効フレームは破棄されるため、誤りのないフレームだけが転送される。 

セグメント 
イーサネットのバスシステムにおいて、バスケーブルでつながる送受信機とパッチケーブルでつながる

ノードは 1 つのセグメントを形成する。リピータを使えばこのようなセグメントを複数つなげることが

できる。ツイストペアケーブルと光ケーブルを併用する場合、それぞれのサブセクションが 1 つのセグ

メントを形成する。 

デフォルトゲートウエイ 
送信先アドレスの端末が同じ LAN 内にない場合、フレームはすべてこのネットワークノードに転送さ

れる。 
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パッシブリスニング 
RSTP（高速スパニングツリープロトコル）のトポロジー変化フレームの土台となるもの。RSTP のト

ポロジー変化フレームを受信すると MAC アドレステーブルが削除される。 

マルチキャスト 
マルチキャストアドレスをもつフレームは、そのアドレスを受信する用意ができているすべてのノード

によって受信される。 

マルチモード 
マルチモード伝送では、パルスが曲線経路を通ったりコア内で反射されるなど、多くのモード（波長）

を使って伝送される。減衰の主な原因は、物理的な吸収と分散、および機械的な湾曲である。減衰量は

とくに入力光の波長に依存する。マルチモード光ファイバケーブルは外径が 125µm、コア径が 50 また

は 62.5µm である。コア径が広いため、シングルモード伝送に比べてパルスの立ち上がりと立ち下がり

の劣化が大きい。その分、伝送距離が短くなる。 

ミラーリング 
ポート（ミラーポート）とその個別データは試験のために別のポート（監視ポート）にコピーすること

ができる。監視ポートにはプロトコル分析装置が接続できる。逆にいえば、監視ポートは実際のデータ

交換には使用できない。ミラーリングではミラーポートには一切影響が及ばない。 

リングポート 
他スイッチと接続することによってリングを形成する 2 つのポート。リングではいずれか 1 つのスイッ

チを冗長化マネージャにする必要がある。冗長化マネージャはリングポートを使って試験フレームを転

送し、リング内の他スイッチのすべてのリングポートにおいてそれを転送させる。それによってリング

に断線のないことが確認される。 
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